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3G と Wi-Fi、いずれが主役？ 
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スマートフォンで FMC が復活 
固定電話回線と携帯電話回線（現在は

第 3 世代が主流なので、以下：3G）の両

方が使える携帯電話は、FMC (Fixed- 
Mobile Convergence)と呼ばれ、2004 年

頃から一部でサービスが始まった。固定

電話回線との接続には無線 LAN（以下：

Wi-Fi）が使われるのが普通だったが、端

末が高価で種類も少なかったため、一部

の企業を除いて一般にはあまり普及しな

かった。 
その後、2007 年にアップルの iPhone

が現れ、2008 年に Android を使ったスマ

ートフォンが登場して、スマートフォン

が隆盛を迎えた。2010 年 11 月号の本コ

ラムにも記したように、スマートフォン

は標準で 3G と Wi-Fi の接続機能を備え、

従来の電話と違いデータ通信の世界では

あるが、FMC をごく普通のものにしてし

まった(1)。 
しかし、スマートフォンでの FMC への

対応は通信事業者により大幅に異なる。

具体的に見てみよう。 
 

三社三様の取り組み 
ソフトバンクの孫正義社長は、2009 年

11 月の新機種発表会で、「ユーザーの携帯

利用シーンの半分は自宅」、「さらに公衆

無線 LAN のアクセスポイントの整備が

進めば、生活シーンの 8 割で Wi-Fi でつ

ながる時代が来るだろう」、「Wi-Fi が私の

出した答えだ」という趣旨の発言をした

という(2)。 
ソフトバンクが、Wi-Fi 接続のためには

NTT から光回線などを借りる必要がある

にもかかわらずこういう戦略を取るのは、

3G 回線の帯域不足で同社が最も深刻な

問題を抱えているためだと思われる。同

社は公衆無線 LAN のアクセスポイント

の拡充に力を注ぎ、現在 20 万か所を超え

るアクセスポイントを定額サービスの契

約者に無料で提供している。 
KDDIも公衆無線LANのアクセスポイ

ントの増強に注力し、2012 年 3 月までに

10 万か所にするという目標で推進してき

た。2 月 17 日には７万か所を超えたとい

う。 
同社は固定網、モバイル網とも自社で

提供している利点を生かし、両者を統合

したサービスを提供することで、サービ

スの向上と売り上げの増大を図ろうとし

ている。同社はこれを FMC 型のビジネス

モデルと称している。この計画の実現の

ため、固定回線とスマートフォンを合わ

せて契約すると、スマートフォンの利用

料金を 1 台当たり最大月額 1,480 円値引

くという。 
一方、NTT ドコモの山田隆持社長は、

2009 年 11 月の新機種発表会で、「モバイ

ルは移動して使うものであり、Wi-Fi はあ

くまで補完的なサービスという位置付

け」、「あくまで 3G（とそれ以降）のネッ

トワークの強化を進めることでユーザー

の利便性向上を図っていく方針だ」との

趣旨を表明したという(2)。 
固定網のサービスを直接は提供してい

ない NTT ドコモとしては当然のことか

もしれないが、他社に比べ Wi-Fi には力

が入っておらず、公衆無線 LAN のアクセ

スポイント数も 2012 年 2 月現在 8,100
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か所で、ソフトバンクの 20 分の１以下だ。

また、同社の Android のスマートフォン

の Wi-Fi の設定法や使い勝手に問題があ

ることは、2011 年 12 月号の本コラムに

記した通りである(3)。 
 
3G と Wi-Fi、いずれが主役？ 
最近は、自宅が Wi-Fi を使える環境に

なっている人が多く、勤務先にも Wi-Fi
の設備がある人が多い。そして、駅、空

港、ホテル、レストランなどでも Wi-Fi
が使える場所が増えている。前記の、「8
割で Wi-Fi が使える時代が来る」という

孫社長の発言は、あながち誇張とは思え

ない。 
いずれにせよ、通信全体で見れば、固

定網とモバイル網が共存することになる

が、固定網の方がより高速であり、モバ

イル網に使われる電波は、有限で貴重な

資源だ。したがって、「固定網でできるこ

とは固定網（+Wi-Fi）で」という考え方

が必要だ。 
今後はデータ量の多い映像の配信など

にもインターネットがどんどん使われる

ようになる。そして、そこらじゅうを走

り回っているクルマもインターネットで

接続されるようになるだろう。そうなっ

たとき、「モバイル網はモバイル網でしか

できないことだけに」を実現しないと、

モバイル網用の電波帯域がいくらあって

も足りない。 

そして、固定網を有効に使うためには

公衆無線 LAN のアクセスポイントの充

実が必要だ。現在は、公衆無線 LAN を自

社端末の拡販の道具にして、他社端末の

接続を拒否したり、固定網とモバイル網

の抱き合わせ販売でユーザーの囲い込み

を図ったりしている事業者がある。しか

し、ユーザーから見れば、公衆無線 LAN
はモバイル網とは独立したサービスで、1
つの契約で、全世界の公衆無線 LAN が使

えることが理想だ。かつて海外を旅行す

るときは、世界各国のアナログ電話のア

クセスポイントが使えるサービスを利用

した。同様のことが、国内・国外を問わ

ず、公衆無線 LAN でもできることが望ま

れる。 
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